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資料２-1

第４章 施策の展開と具体的な取組



2

施策２ スポーツを通じた交流拡大の推進

多くの市民が市内の競技施設などでスポーツを観戦するとともに、スポーツを通じた交流人口

の拡大を目指します。

背景と課題

●地域密着型プロスポーツチームとの連携の推進

市内の競技施設などでプロスポーツやトップレベルのスポーツを観戦した人の割合は 51.1％

（令和２年度）となっており、さらに増加する余地は充分にあります。プロスポーツチームと連携し

たまちづくりにより、市民の本市に対する誇りと愛着を高め、さらに交流人口を増やしていくこと

が求められます。

●国際大会や全国大会などの誘致・開催

本市では、長野オリンピック・パラリンピックの有形無形の財産を活かして、プロスポーツや国

際大会・全国大会などの各種競技大会が開かれてきました。これからも、スポーツによる産業振

興が可能な本市の特徴を充分に活かしていくことが重要です。

●オリンピック・パラリンピックムーブメントの推進

令和３年７月～９月に開催された、東京 2020 オリンピック・パラリンピック競技大会は、徹底し

た新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止対策のもと、世界中の人々を感動で繋ぎ、共感を

通じて連帯の輪が広がる、かつてない素晴らしい大会となりました。本市もオリンピック・パラリン

ピックを開催した都市として、オリンピック・パラリンピックムーブメントを推進し、事前合宿受入な

ど開催を支援しました。今後も引き続き、本市のオリンピック・パラリンピックムーブメントを継承し

ていくことが求められます。
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施策2-1 地域密着型プロスポーツチームとの連携の推進

地域密着型プロスポーツチームとの連携・協力により、スポーツ振興及び地域の活性

化を図ります。

(1) 地域密着型プロスポーツチームとの連携

４つの地域密着型プロスポーツチーム（AC 長野パルセイロ、AC 長野パルセイロ・レデ

ィース、ボアルース長野フットサルクラブ、信州ブレイブウォリアーズ）との「連携推進

ビジョン1」に基づき地域密着型プロスポーツチームと協働による「スポーツを通じた“人”

と“まち”のポジティブサイクル（好循環）づくり」を推進します。

① 「する」スポーツでのポジティブサイクルづくり

② 「観る」スポーツでのポジティブサイクルづくり

主な取組 担当課

a

スポーツを始めるきっかけづくり

スポーツ教室、スポーツフェスティバル等に、プロスポーツチームからスタッフ・

選手の派遣、企画提案等を受け、魅力を向上します。また、幼稚園・保育所等及

び小学校で、プロスポーツチームからスタッフ・選手の派遣によるスポーツ講座な

ど、スポーツ交流を実施します。

スポーツ課

b

スポーツの習慣化

自宅等でできるスポーツに関する情報発信を行います。また、プロスポーツチー

ムによるスポーツスクールや総合型地域スポーツクラブ等へのスタッフ・選手の派

遣等により、継続的にスポーツに取り組む場づくりを推進します。

さらに、部活動の適正化についてプロスポーツチームとの連携など可能性を研

究していきます。

スポーツ課

学校教育課

主な取組 担当課

a

観戦のきっかけづくり

プロスポーツチーム（チームの魅力、選手、スタッフ等）やホームゲームの認知

度を高める情報発信をSNS等により行います。また、子どもたちに観戦の機会を積

極的に提供していきます。

スポーツ課

b

ホームゲームを支える施設の充実

プロスポーツチームのリーグ施設要件に沿って、長野Uスタジアム、ホワイトリン

グの設備を充実し、観戦者の満足度の向上を図ります。

スポーツ課

1 連携ビジョン
長野市と４つのプロスポーツチームが連携して効果的かつ効率的に「スポーツを軸としたまちづくり」に取り組むために

①目標の設定

②活動の方向性

③評価・改善

を目的とした長野市及び各チームが共通して目指す将来構想。
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③ 「支える」スポーツでのポジティブサイクルづくり

④ 「連携推進ビジョン」の推進

c

域内消費の拡大

プロスポーツチームのホームゲームにおいて、長野市の観光・物産のＰＲを行い

ます（ホームタウンデー等）。また、市内にプロスポーツチームが設置する交流拠

点を側面的に支援し、チームの認知度を高めます。

スポーツ課

商工労働課

観光振興課

d

交流人口の拡大

プロスポーツチームを介して本市のシティプロモーション及び観光誘客を行い、

交流人口の拡大を推進します。相手チームサポーターの受入体制を整え、市内

の周遊を促進します。

商工労働課

観光振興課

主な取組 担当課

a

市民ボランティアとの連携

プロスポーツチームと連携して、市民ボランティアが楽しみ・やりがいを持って活

動できる場を確保しながら、長野オリンピックを契機に生まれたボランティア文化を

時代に合わせて継承・発展させていきます。

スポーツ課

b

賑わいや交流する場の提供

プロスポーツチームと連携し、ホームゲーム時に、スポーツや文化芸術など様々

な活動の発表、地元特産物の販売など、スポーツを介した賑わいや交流の場を提

供していきます。

スポーツ課

主な取組 担当課

a

「連携推進ビジョン」の推進

連携推進ビジョンの進捗状況を毎年確認するとともに、翌年度の事業に改善策

を反映します。

スポーツ課
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施策2-2 国際大会や全国大会などの誘致・開催

大規模スポーツ施設を活用し、国際大会や全国大会などトップレベルの競技大会を誘

致・開催し、市民のスポーツへの関心を高めるとともに、交流人口の拡大を促進します。

また、令和 10 年（2028 年）の国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会の開催準備

を推進します。

(1)国際大会や全国大会などの誘致・開催

オリンピック施設などの大規模スポーツ施設を有効に活用し、市民の見るスポーツへ

の関心を高めるとともに、長野市からスポーツ都市としての情報発信を行います。

① 大規模施設を有効活用した国際大会や全国大会の誘致・開催

各種競技の国際大会や全国大会等を積極的に誘致・開催します。

主な取組 担当課

a

冬期スポーツの大会の実施

エムウェーブやビッグハット等の大規模施設を活用して、ワールドカップ スピー

ドスケート競技会、国際フィギュアスケート競技会、アジアリーグアイスホッケー、全

国中学校スケート大会等の冬期スポーツの大会を実施します。

スポーツ課

b

集客型スポーツ大会、プロスポーツ等の試合開催

南長野運動公園総合球技場を活用して、Jリーグインターナショナルユースカッ

プ、プレシーズンマッチ等の大会を実施します。また、長野オリンピックスタジアム

を活用して、プロ野球と連携して公式戦を実施します。

スポーツ課

c

様々な競技の全国大会等の実施

全日本大学軟式野球選抜大会をはじめとして、様々な競技の全国大会を誘致・

開催します。

スポーツ課
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(2)宿泊滞在型のスポーツイベントの促進

宿泊滞在型のスポーツイベントの開催により、スポーツの拠点化を図り、地域の活性

化を促進するとともに、地域への経済効果の波及に寄与します。

① 宿泊滞在型のスポーツイベントの継続開催

多数の参加者や競技者が宿泊滞在を伴う大会を、継続して開催します。

② 関係団体との連携

宿泊滞在型のスポーツイベント、大会等を誘致・開催します。

(3)令和 10 年(2028 年)の国民スポーツ大会等に向けた準備

本市で開催される、国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会の開催準備を推進し

ます。

① 国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会に向けた準備

主な取組 担当課

a

宿泊滞在型のスポーツイベントの継続開催

長野マラソン、長野車いすマラソン、全国中学校スケート大会を継続開催すると

ともに、参加者の市内周遊を促進します。また、令和９年度以降の全国中学校スケ

ート大会の継続開催を検討していきます。

スポーツ課

観光振興課

主な取組 担当課

a

開催準備の推進

昭和５３年(１９７８年)の「やまびこ国体」以来50年ぶりに開催される国民スポーツ

大会・全国障害者スポーツ大会の成功に向け、関係団体・機関、県並びに市町村

が一丸となって開催準備を推進します。

スポーツ課

主な取組 担当課

a

ながの観光コンベンションビューロー等と連携した宿泊滞在型のスポ

ーツイベントの誘致・開催

（公財）ながの観光コンベンションビューローや競技団体等と連携し、全日本大

学軟式野球選抜大会などの大会や、合宿等を誘致・開催します。

観光振興課

スポーツ課
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施策2-3 オリンピック・パラリンピックムーブメントの推進

オリンピックの開催都市として、長野オリンピックを契機とした有形無形の財産を活

用しながら、オリンピック・パラリンピックムーブメントを推進します。

(1)オリンピック・パラリンピックムーブメントの継承

長野オリンピックを契機とした有形無形の財産を活用し、オリンピック・パラリンピ

ックムーブメントを継承します。

① 長野オリンピック・パラリンピックを契機とした有形無形の財産の活用

教室やイベント等の開催、情報発信により、長野オリンピック開催から培ってきたオ

リンピック・パラリンピックムーブメントを継承、推進します。

主な取組 担当課

a

JOCと長野市で締結した「パートナー都市協定」の活用

本市のスポーツ施設をトップアスリートの選手強化に活用し、競技力向上を図り

ます。（公財）日本オリンピック委員会（JOC）と連携し、オリンピアンと一緒にジョギ

ングを行うオリンピックデーランや中学生を対象としたオリンピアンによるオリンピッ

ク教室の開催等のスポーツ推進事業を実施します。

スポーツ課

b

長野オリンピックミュージアムからの情報発信

全世界のオリンピックミュージアムのネットワークに加盟した長野オリンピックミュ

ージアムによって、オリンピックムーブメントを継承するとともに、長野からの情報発

信を図ります。

観光振興課

c
国内トップレベルの大会や国際大会の開催（再掲）

オリンピック競技施設において国際大会等を開催します。
スポーツ課

d

一校一国運動の継続

各学校が担当する１つの国との交流活動を通して、相手国のことを理解するとと

もに、日本の文化や長所を理解する学びの支援を継続します。

（関連計画：長野市教育振興基本計画）

学校教育課

ｅ

市民ボランティアとの連携と新たな担い手参加の推進

ボランティア活動に参加する市民が、交流を楽しんだり、本市に対する愛着や

誇りを強くもてるよう、本市のスポーツイベントを支える市民ボランティアとの連携を

推進します。また、長野マラソン、長野車いすマラソンをはじめとする各種スポーツ

イベントの運営や障害者スポーツを支える環境づくりといったスポーツに関する

様々な取り組みに合わせ、学生ボランティアをはじめとする新たな担い手にボラン

ティア活動の場を提供します。

スポーツ課
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(2)開催都市間の連携

① 開催都市間の連携

主な取組 担当課

a

オリンピック都市世界連合との連携

オリンピック都市世界連合と連携し、オリンピックムーブメントを推進します。ま

た、オリンピックレガシーの維持、次世代への継承を推進します。

スポーツ課

b

2030年冬季オリンピック・パラリンピック招致活動への協力

2030年冬季オリンピック・パラリンピック招致を目指している札幌市に協力しま

す。

スポーツ課


